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０．はじめに 

 

2017年 6 月 3 日（土）早稲田大学にて、W-BRIDGE プロジェクトシンポジウム「先進国で暮らす

私たちは『社会福祉の転換期』にどう立ち向かうのか～バングラデシュの事例から考える"市民主導型"の

可能性～」を開催いたしました。 

 以下、本シンポジウムについて報告いたします。 

 

 

 

１．開催概要 

 

本シンポジウムの概要を以下の表に記す。 

 

日時 2017 年 6月 3日（土）15:30～17:30  （懇親会 18:00～20:00） 

場所 早稲田大学 26号館地下多目的ホール 

参加人数 参加者：59名、登壇者：5名、スタッフ：4名 

参加費 無料 

主催 GCMP LLC 

共催 W-BRIDGE / ソーシャル＆ヒューマン・キャピタル研究所（WISH研究所） 

 

 

２．開催趣旨 

 

野口教授のもと合同会社 GCMP が進めてきたプロジェクトは 2015 年 7 月より 2 年間、早稲田大

学とブリヂストンによる連携研究プロジェクトW-BRIDGE の助成を受けてきた。2 年の助成期間が終了

するにあたって、その成果を広く社会に発信し、今後の展望を示すことをひとつの目的として本シンポジウ

ムが企画された。バングラデシュという共通のフィールドに、ミクロ・マクロな視点から関わってきた経験をお持

ちのゲストスピーカーをお呼びし、途上国における「市民主導型」の可能性とその課題を明らかにすることを

通して、日本への示唆を考えることを目指している。 
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３．プログラム 

 

開会の挨拶 

早稲田大学政治経済学術院教授 野口晴子 

 

基調講演①  

「市民参加による国づくりの現場から ～元世界銀行職員からの報告～」 

財務省・官民共同ネットワーク Crossover代表 池田洋一郎 氏 

 

基調講演②  

「海を渡った“Kominkan”～バングラデシュと日本の現場で住民参加の輪を紡ぐ～」 

帝京大学大学院公衆衛生学研究科 山本秀樹 氏 

 

活動報告 

 GCMP団体概要および活動報告 

 合同会社 GCMP 代表社員 薄井大地 

 

パネルディスカッション 

 「先進国と途上国が学びあう時代を迎えて」 

 パネラー：池田洋一郎氏、山本秀樹氏、薄井大地 

 モデレーター：野口晴子 

 

懇親会 
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４．参加者の声 

 

シンポジウムには 59名の一般参加者が参加した。参加者にはシンポジウム後にアンケート（資料～）を

実施した。以下その結果を報告する。（アンケート回収率：79.7％） 

 

 

■参加者層 

 

学生社会人含めて、20 代～30 代の若

年層が主な参加者層であった。男女比で

比べると、男性参加者のほうが若干多か

った。 

 

 

 

 

■本シンポジウムに関する満足度 

 

全体として非常に満足度が高かったといえる。今回のシンポジウムが決して学術的な内容に終始せず、

現場での実践と学術的概念を結び付けようとしたところに特徴があったといえるだろう。パネルディスカッショ

ンに関しては 30 分ほどしか時間をとることができず、駆け足になってしまった。パネルディスカッションと質疑

応答により多くの時間をとっていたら、参加者とパネリストの間でより踏み込んだ対話ができ、参加者の満

足度もより高まったことが自由記述欄に寄せられたコメントからも推測される。 
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Part1

・バングラデシュ マクロの視点から

～ 建国４５年の軌跡 ～

Part2

・バングラデシュ 現場の視点から
～ 市民参加による開発プロジェクトモニタリング ～

Ｑ１：日本の人口密度がバングラデシュと
同じだったら、人口は何人？

A

2億3千万人

B

2億7千万人

D

4億3千万人

C

3億3千万人

Point 1： 今後も膨らむ超過密人口は
バングラデシュの困難と可能性の源

困難

インフラの整備（都市開発、都
市防災）

エネルギー、水、食料の持続的
な確保

公衆衛生の改善

競争力

ランキング

インフラ

全般

1= extremely underdeveloped, 7=extensive and efficient 
(by international Standards)

Bangladesh 107 2.8 3.2 2.9 3.5 3.2

China 28 4.7 5.3 4.8 4.6 4.8

India 39 4.5 4.3 4.4 4.5 4.5

Pakistan 122 2.7 2.4 3.8 3.7 4.0

Sri Lanka 71 4.4 4.4 4.7 4.3 4.6

Japan 8 6.2 6.5 6.1 5.3 5.6

Ranking out or 138 countries, 1=best
Source:  World Economic Forum, The Global Competitiveness Report 2016-2017

成長のボトルネックとなる未整備なインフラ
Point 1： 今後も膨らむ超過密人口は

バングラデシュの困難と可能性の源

可能性

豊富な若い労働力（生産者）

有望な消費市場（消費者）

相互扶助・相互監視を成り立た
せる豊かな社会資本

資料①　池田洋一郎氏 発表資料
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Ｑ２：バングラデシュのＧＤＰは世界何位
でしょう？

A

45位

B

85位

D

165位

C

125位

Point ２： バングラデシュの経済・社会指標は
着実に改善。中所得国入りは目前？

45.7

376 973

Low Income Countries

$ 1,045

Bangladesh 2015

Lower Middle 
Income Countries

$ 4,125 $ 12,735

High Income 
Countries

Upper Middle 
Income Countries

70.4

出展：Gapminder, World Bank

平均寿命

一人当たりのGDP

妊産婦死亡率
（10万件の出産当たり）

乳幼児死亡率
（1,000人当たり）

232人 → 47.9人 800人 → 240人

Lower Middle income Countries

出生率（女性一人当たり）

6.9人 → 2.2人

Low Income Countries

South Asian Region

Bangladesh

South Asia

 乳幼児死亡率、妊産婦死亡率ともに大きく改善、家族計画も普及
 生活習慣病・栄養失調対策、医療従事者のスキルアップ、病院経営、医療資

源の配分等について要改善の余地大。

10

Point ２： バングラデシュの経済・社会指標は
着実に改善。中所得国入りは目前？

Point ２： バングラデシュの経済・社会指標は
着実に改善。中所得国入りは目前？

 天災、政治混乱、グローバル金融危機等にもかかわらず、過去10年、平均6％
の実質経済成長率を維持

 人口に占める貧困率は1992年の60％から3０％にまで低下
 2021年までの中所得国入り、貧困率15％への削減のために、今後毎年8%の経

済成長が必要

Point 3： バングラデシュの経済指標、社会指
標は着実に改善。中所得国入りは目前？
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都市化

生産
投資

消費

輸出

出稼ぎ
給与

セーフティ
ネット

規模、利便性、
個人の自己実現

質、持続可能性、
共同体の一体感

公衆
衛生

ガバナンス 水・食料
エネルギー

現代のバングラデシュが直面するジレンマ

Part1
•バングラデシュ マクロの視点から ～建国４５年の軌跡～

安全安全

個人の意識と行動の変容を促す社会
システム（法律＋＋）のデザイン

多様なプレイヤー（行政、企業、大学、
国際機関、メディア、NGO等）の協業

Part1

・バングラデシュ マクロの視点から

～ 建国４５年の軌跡 ～

Part2

・バングラデシュ 現場の視点から
～ 市民参加による開発プロジェクトモニタリング ～

◆ 世銀でのミッション：

「開発成果を重視するカルチャーを育てよ！」

NPO、バングラデシュ政府、世界銀行の協働を通じた
「第三者モニタリングプログラム」

Before After

主体

目線

方法

目的

モニタリング

政府・世銀の職員

書類チェック
半年に一度の現場訪問

当事者
プロバイダー

進捗管理

第三者
ユーザー

NPOの職員

学習・改善

市民参加、
行政との対話

◆ 世銀でのミッション：

「開発成果を重視するカルチャーを育てよ！」

井戸の場所は住
民参加の管理組
合で決められて

いるか？

深井戸には緑、
浅井戸には赤の
ラベルが貼られ

ているか？

住民がお金を出し
合って維持管理す
る仕組みが機能し

ているか？

管理組合は本当に
存在するのか？

NPO、バングラデシュ政府、世界銀行の協働を通じた
「第三者モニタリングプログラム」

◆ 世銀でのミッション：

「開発成果を重視するカルチャーを育てよ！」

NPO、バングラデシュ政府、世界銀行の協働を通じた
「第三者モニタリングプログラム」

■ 関係者間の目的と情報の共有
✖ プロジェクトのあら捜し、
✖ 政府への一方的な要望
○ 開発成果を得るための学習と改善
○ 開発成果の「自分事」化

■ NPOの選抜と能力強化
☑ 選抜プロセスの正当性の確保
☑ 現場でのElite Captureの抑制
☑ 質問力、データ収集・分析力

の強化
☑ 政府、ビジネスとの円滑なコ

ミュニケーション力

協働の枠組みをつくり、動かす

ファシリテーターの重要性
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協働の枠組みをつくり、動かす

ファシリテーターの育成

Communicate

CuriosityCredibility

Conduct

Coordinate

◆ 世銀でのミッション：

「開発成果を重視するカルチャーを育てよ！」

20

池田洋一郎 経歴 （国家×国際公務員として）

2001年 早大政経学部政治学科卒業

財務省入省 主計局企画係

・省庁再編後初、小泉政権初の予算編成

2002年 主計局 調整係、予算執行調査係 ・ 「予算執行調査」を立上げ

2003年 広島国税局調査官 ・法人向け税務調査に従事

2004年 金融庁総務企画局政策課 係長 ・ 「金融改革プログラム」を策定、「金融サービス利用者相談室」を立上げ

2006年 ハーバード大学ケネディスクール 留学 ・公共政策修士号の取得 （専攻：官民協働を通じた社会問題の解決）

・ 夏期・冬期の休暇中、インドのマイクロ・ファイナンス機関でのインターン、ケニアのHIV・AIDS孤
児院でのボランティア、米ルイジアナ州でハリケーン被害復興ボランティアに従事

2008年 国際局国際調整室 課長補佐 ・欧米のマーケット・経済・金融担当として世界金融危機対応チームを指揮

2009年 国際局国際機構課 課長補佐 ・ IMF、G7、G20担当として、欧州債務危機への対応チームを指揮

2010年 国際局開発機関課 課長補佐 ・世界銀行グループ担当としてIDA16次増資交渉、世銀と日本の協働の企画・立案

2011年 世界銀行に移籍
バングラデシュ現地事務所業務担当官

・世銀のバングラデシュ国別援助戦略の策定・モニタリングに従事、
・市民参加型のプロジェクト・モニタリングの仕組みを立上げ

2013年 世界銀行本部業務政策借入国サービ

ス総局 業務担当官
・ 世銀グループ本部の経営企画室にて、経営指標の策定、世銀をより開発成果を重視する機関
にかえるための改革プランの検討・実施に従事

2014年 財務省復職
国際局開発政策課 室長

・円借款、JBICの融資制度等を活用した日本企業の海外進出支援にかかる施策の企画・立案を
指揮

2015年
～

主税局参事官補佐（国際租税担当） ・日本と外国との間で発生する二重課税や国際的な脱税を防止するための「租税
条約」交渉、租税回避防止に向けた国内法の改正等に従事

著作

「ハーバード・ケネディスクー
ルからのメッセージ～世界を
変えてみたくなる留学～」
（英治出版）

「バングラデシュ国づくり奮
闘記～アジア“新・新興国”
から日本へのメッセージ」
（英治出版）

yoichiroikeda1030@gmail.com

 創 設： 200１年４月

 会員数： 約1,200名（会員専用メーリングリスト登録者数）

 スタッフ：中央省庁、地方自治体、企業、メディア、NPO、大学、
研究機関等、幅広い業種で働く有志約30名

 ミッション：一人一人が、官と民、営利と非営利、年齢や国境と
いった目に見えない壁、あるいは差別や先入観、諦めなどの内なる
壁を乗り越える力を高め、社会問題解決に向けて協働できる社会を
創る。

 主な活動：
－ 異業種ディスカッション大会、異業種政策ワークショップ
－ 災害被災地、地方自治体、途上国へのスタディトリップ
－ Platform for International Policy Dialogue（裏面参照）

官と民、営利と非営利、年齢や国境、前例や先入観など、身の回りにある様々
な壁を乗り越える力を高め、社会問題解決に向けた協働を創り出す触媒

 Website http://crossover21.net/
 Facebook  https://www.facebook.com/crossover.net

（2001年入省の中央省庁若手有志が、官庁の縦
割りの弊害打破を目指して立上げ）

志と情熱を共有しつつ協働する運営スタッフ
（約30名）

Crossoverのミッションに
共感する会員（約1,200名）

言葉と国境の壁を乗り越える

Platform for 
International Policy 
Dialogue（月１回）

思考と経験、右脳と左脳
をつなげる

スタディ・トリップ
（年１－２回）

差異を学びに、違いを強みに変える
“ファシリテーションの力”

を高める

「異業種ディスカッション／
ダイアログ」

（年3回）

目に見えない様々な壁を越える力を
高め、社会問題解決に向けた協働の

きっかけを創り出す

中央省庁の縦割りの問題を
解決する力になる
（2001年４月）

官と民、営利と非営利、年齢や国境、前例や先入観など、身の回りにある様々
な壁を乗り越える力を高め、社会問題解決に向けた協働を創り出す触媒

 国内外の政治・経済・社会問題に
ついて、その道の専門家の外国人ゲ
ストスピーカーを交えた英語only
での議論を通じ、考え、学び、発信
する政策対話のプラットフォーム

 毎月平日朝の7:30 ～9：00、ある
いは週末午後に銀座のセミナールー
ムで開催中！

官と民、営利と非営利、年齢や国境、前例や先入観など、身の回りにある様々
な壁を乗り越える力を高め、社会問題解決に向けた協働を創り出す触媒

Crossover主催のセミナー、
シンポジウム、イベントに参加
希望の方は、ウェブサイトから
会員登録を！

http://crossover21.net/

！

24
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Logo

海を渡った”Kominkan”
〜バングラデシュと日本の現場で住民参加の輪を紡ぐ〜

2017年6月3日

帝京大学

大学院公衆衛生学研究科

教授 山本秀樹

本日の講演

n 日本とバングラデシュ

n UNESCO とバングラデシュのCLC

n 公民館の歴史

n ESD国際会議2014＠岡山

n バングラデシュでCLCを活用した研修の事例

n 公衆衛生・地域福祉とコミュニティー

n 東日本大震災を受けて

n まとめ

2

ここはどこ？バングラデシュ？

3

日本？

4

池袋！

5

ボイシャキメラ(バングラデシュ新年）

ショヒド・ミナール（言語への愛の記念碑）
池袋西口に設置

6

資料②　山本秀樹氏 発表資料
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国際母語デー(2月21日、ユネスコ制定1999年)と日本

n 日本国内にバングラデシュ人が１２,３００人在住(2016年)

– その大部分が、首都圏

– 東京都北部３区（豊島区・板橋区・練馬区 １０００人）、埼玉県等

n 池袋で毎年４月に祭り(ボイシャキメラ)

n ユネスコ国際母語の日(２月２１日）

– 東パキスタン（バングラデシュ）でベンガル語を使う運動・闘争(1951)

– ラビンドラナート・タゴール(1917：当時英領インド、文学賞）

– アジアで最初のノーベル賞受賞者

– ベンガル語で詩を制作、インド・バングラデシュ国歌に採用

Ø 日本初の受賞者：湯川秀樹(1949、物理学賞)

Ø バングラデシュ人としての受賞：モハメドユヌス (2006、平和賞)

n 豊島区

– 池袋西口にバングラデシュ・ショヒドヒナールの石碑(2005)

7

海外の公民館(Kominkan)-バングラデシュ

n 1972年独立

n 旧：東パキスタン

n 人口：1億6千万人

n 面積：北海道程度

n 宗教：イスラム教

n 一人あたりのGDP

n 約500ドル

n 洪水

n 感染症(下痢)8

本日の講演

n 日本とバングラデシュ

n UNESCO とバングラデシュのCLC

n 公民館の歴史

n ESD国際会議2014＠岡山

n バングラデシュでCLCを活用した研修の事例

n 公衆衛生・地域福祉とコミュニティー

n 東日本大震災を受けて

n まとめ

9

公民館とCLC (Community Learning Center)

n EFA

(Education for All）

識字だけでなく

機能的識字、地域づくりの
拠点として利用

(ユネスコバンコク事務所
提供)

10

バングラデシュと公民館（CLC）

CLCは女性に学習機会を
提供
災害時の避難拠点

防災教育の実施

11

公民館に関する岡山宣言2007年11月1日

n 公民館（Kominkan/CLCs）がESDを推進する地域
の拠点に！⇒公民館が世界のESDの場に

n ユネスコダッカオフィス大安氏・バングラデシュの
NGO（DAM)が貢献

12
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公民館（Kominkan）とは

n 公(Public）-民（Citizen）-館(Hall）

n 寺中構想(1946) ー 昨年７０周年

n 1949年に制度化（社会教育法）

– 第二次世界大戦の反省

– 成人の民主的な教育を促進

– 戦争を防ぎ、平和な社会をつくる事を目的

– ＵＮＥＳＣＯの創設の目標と同じ

n 我が国に18,000 館あり

n 地域における学習の場

n 災害時の避難所・救援の拠点13

我が国の教育行政

n 国

– 文部科学省

n 初等中等局

n 高等教育局

n 生涯学習局(社会教育課)

n 都道府県

– 教育委員会 ←→ 首長部局

– 県立学校・美術館・図書館など

– 生涯学習センター(政令指定都市)

n 市町村(特別区）

– 教育委員会 ←→首長部局

– 市区町村立学校・美術館・図書館・公民館

14

地域（コミュニティー）の役割

n 地域(Community)が持続可能な発展の

ために問題解決にあたる必要
– 地域はＥＳＤを実践する上で適切な場所である

n3 つの基本的ＥＳＤの柱プラス文化

–経済

–環境

–社会

n 「公民館（CLC)」を利用することが地域力の
強化→持続可能な開発

15

CLCとESDに関するユネスコ世界会議
2014/10

ESD の10年の最終会議、専門会議の
一つ
UNESCO, 日本政府主催、岡山市を会
場に開催
30カ国、700人が参加、日本の良い事
例として長野県飯田市・板橋区が紹介16

公民館を世界に

n 2014年に岡山市でユネスコ世界会議（国連ESDの10年
の最終年の総括会議）開催につながった

n 岡山での会議成果
文書「岡山コミットメ
ント2014」は、地域

社会における持続
可能な開発に関す

る包括的な提言で
あり、２０１５年の国
連防災会議（仙台）

にも反映された

17

本日の講演

n 日本とバングラデシュ

n UNESCO とバングラデシュのCLC

n 公民館の歴史

n ESD国際会議2014＠岡山

n バングラデシュでCLCを活用した研修の事例

n 公衆衛生・地域福祉とコミュニティー

n 東日本大震災を受けて

n まとめ

18
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バングラデシュ
ー岡山会議での中心的地域

n 帝京大学公衆衛生学研究科の大学院

生の実習の場として、ユネスコ・ダッカ事
務所、DAM，BRACらNGO団体と協力し

て、CLCを訪問し現地の健康問題（特に
「社会」との関わり）について、地域社会

・住民参加について学ぶ場として、公衆

衛生専門職の育成のために活用

n （2014年12月実施）

19

教育セクターと保健医療セクタの類似

n Health for All (HFA：万人のための教育) by the year 2000, 
WHO

– アルマータ宣言 1978

n Education for ALL (EFA:万人のための教育) 2000

– ジョムティエン(タイ)会議 1990

– 途上国、下層階級、女性、少数民族 等 教育の機会が
行き届かない人に支援-公民館をモデルに

– Basic education 基礎教育

– ダカール会議（セネガル) 2000

– 目標・行動計画を

n 教育への投資ー健康改善につながる（効率の良い）

n Primary, secondary, tertiary education ←→ health care

20

帝京大学バングラデシュの海外実習(2014)

– 国際保健学実習

n ブラック大学(BRAC)

n 国際下痢研究所(ICDDR,B)

n UNESCO

21

ブラック大学(BRAC)・国際下痢研究所

山本の米国留学時の師匠、Dr.Richard Cash、バングラデ
シュの下痢研究所でコレラや下痢とORSの研究を実施22

ORS（経口補水液)

n バングラデシュ国際下
痢研究所で開発

n 世界に広がる
n 日本でもスポーツ飲料

に

23

NGOの事例（AMDA）

大使館の草の
根無償資金協
力で施設を建

設・環境と保健
・職業訓練を

実施 生計向
上

24
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AMDAが運営するCLC

n 岡山県玉野市の中学校
と交流(竹谷先生）

25

地域の保健人材育成を（ガザリア地区にて）

26

地域での保健活動の拠点

27

世界最大のNGOー BRAC

28

バングラデシュ版母子手帳

29

ＢＲＡＣクリニックで母子手帳を使った
妊婦の学習会

30
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NGO (DAM)が運営するダッカ市内のスラムに
おけるCommunity School

31

誰も取り残さない試み(ダウン症）

32

ダウン症の啓発と支援

33

地域で暮らす人を支える場

34

高齢者病棟開所セミナー@ダッカ

35

バングラデシュ人口ピラミッド(2015)

バングラデシュでも高齢化が始まっている！

36



2017/6/3

7

バングラデシュ人口予測と高齢化

37 38

バングラデシュ・老人病棟

39

本日の講演

n 日本とバングラデシュ

n UNESCO とバングラデシュのCLC

n 公民館の歴史

n ESD国際会議2014＠岡山

n バングラデシュでCLCを活用した研修の事例

n 公衆衛生・地域福祉とコミュニティー

n 東日本大震災を受けて

n まとめ

40

平均寿命 都道府県別平均寿命 (2010)

n 国際調査の年に実施（5年お
き） 2013年2月28日発表

n 男：

– 1位：＿＿＿（80.88 歳),   
1990年以来5回目

n 女：

– 1位：＿＿＿ (87.18 歳), 初
めて

41

寿命に関係するのは？

n 食

n 気候

n 社会

n その他

42
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An apple a day keeps the doctor away.

n リンゴの生産量(農林水産省）Ministry of Agriculture, Forest 
and Fishery)
– 1st：青森県(54%)
– 2nd： 長野県(19%)

n リンゴ消費量（県庁所在地）
– 1st: 長野市 35.1kg/世帯
– 2nd: 青森市 33.9kg/世帯
（全国平均: 13.3 kg/世帯）

43

平均寿命 都道府県別最下位

n 男：

– 47th：＿＿＿ (77.28歳)、

1975年から8回め

n 女：

– 47位：＿＿＿ （85.34 歳）

2000年から3 回め

44

長野県における公民館

n 長野県1,852館 （全国:16,566館）

(文部科学省:2008)

n 人口10万人あたり63.2館 (全国: 12.5館）

n 1,580人/館（8,000人/館）

– 市町村が設置する条例公民館 プラス

– 住民が作った自治公民館・分館が多い

n 2006年に松本大学でアジアの公民館関係者を招聘

n 飯田市（長野県）の公民館にて

– 公民館を「する」 ！

45

ＰＰＫ(Pin Pin Korori) 運動@長野

n 長野県教員(体育教員で下伊那郡高森町(現：飯田市）の社会
教育主事に派遣）北沢豊治氏が１９８０年に提唱

n 高森町（現飯田市）の公民館で実践され長野県で普及、全国
に拡がった。

n 高齢者の医療費は低額(４位,2014年）、在宅死の割合が高位
（14％、全国12％,2010）

n 水野肇氏･青山英康教授の著書により全国的に有名になった

46

地域 と学び

n Community based learning

n 住民参加”community participation” には住
民の主体性が不可欠

n 教育科目の学習でなく、生活課題の解決に
ついて学ぶこと

n ライフスキルの能力の向上

47

本日の講演

n 日本とバングラデシュ

n UNESCO とバングラデシュのCLC

n 公民館の歴史

n ESD国際会議2014＠岡山

n バングラデシュでCLCを活用した研修の事例

n 公衆衛生・地域福祉とコミュニティー

n 東日本大震災を受けて

n まとめ

48
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被災した公民館ー石巻市立雄勝公民館

2012/01/11撮影

公民館への信頼
の回復を！

49

石巻市雄勝と気仙沼本吉地区

n 気仙沼市

本吉地区前浜

n 石巻市

雄勝地区

50

山形(最上町)から贈られた木材

51

海外からの支援(援助)で公民館の再建

52

上棟式ー建物の再生でなく地域の再生

53

早稲田大学と新宿戸山団地のシニア活動館

n 被災地（気仙沼市）の自治公民
館（マリンセンター）を拠点とし
た支援と防災活動、高齢者と若
者の学びと交流

54



2017/6/3

10

東京都内(特別区）の “Kominkan”

n 地域防災・高齢化社会-大都市こそ地域
の「共助」が必要

n 東京都内23区(特別区)には「公民館」がな
い！？—社会教育施設、集会所はある

55

被災地と地域防災・高齢者対策の連携

気仙沼市（前浜マリンセ
ンター）
東北学院大学 千葉一

新宿区
戸山シニア活動館
目白大学・早稲田大学
廣重剛史

板橋区
生涯学習センター
(成増･大原）
学習推進センターいたばし
環境復興機構
帝京大学 山本秀樹

56

まなぽー（板橋区）とバングラデシュ

57

まとめ

n 「公民館」とソーシャルキャピタル(社会関係資本）
– 公民館は、住民参加と住民同士・地域外の人・組織の関係性の強化

を促進する社会資源となり得る

– わが国の「公民館」をモデルにしたKominkan というべき、ＣＬＣが各国
で広まっている。

n 地域人材育成

– 学生・若者が地域(Community) を学ぶことは必要

– 震災後社会・少子高齢化社会に生きる意味を学ぶ必要

– 東京都内には公民館という名称の施設はなくなった

– “Kominkan” の機能を有する施設はある。
– 新宿区・戸山シニア活動館、板橋区・まなぽーと

n 日本とバングラデシュの友好関係の発展

– バングラデシュはソーシャルビジネスのメッカ

– 日本もバングラデシュから学ぶ事は多い

– 治安の改善
58
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W-BRIDGEプロジェクトシンポジウム

先進国で暮らす私たちは
「社会福祉の転換期」
にどう立ち向かうのか

〜バングラデシュの事例から考える”市民主導型”の可能性〜

基調講演

池田洋一郎先生
（財務省、官民協同ネットワークCrossover代表）

「市民参加による国づくりの現場から
〜元世界銀行職員からの報告〜」

基調講演

山本秀樹先生
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授）

「海を渡った”Kominkan”
〜バングラデシュと日本の現場で順民参加の輪を紡ぐ〜」

W-BRIDGEプロジェクトシンポジウム

先進国で暮らす私たちは
「社会福祉の転換期」
にどう立ち向かうのか

〜バングラデシュの事例から考える”市民主導型”の可能性〜

薄井大地

5

栃木県立宇都宮高等学校
↓

早稲田大学政治経済学部
↓

国内の教育課題（不登校・高校中退問題）
↓

国際協力（教育/環境）

6

資料③　全体スライド・GCMP団体概要／活動報告
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失恋
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出待ち
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一緒に何か
やりましょう！

20

21

One Village
One Portal

分かりました！

日本人100人送ります！

Program フィールドワークプログラム

事前調査 現地調査 活動報告

チェンジメーカーとは、

◯大小にかかわらず、国内外の諸問題解決にイキイキと挑んでいる人。

◯その姿が周囲の人々にワクワクを届け、新たな挑戦を波及的に生み出していく存在。

Change Maker チェンジメーカー

24
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25 26

団体創設から８年

１０回のプログラム

２００人以上派遣

そして、次のステージへ！

「プログラム型」から

「プロジェクト型」へ

発展途上国共通の課題

「ごみ問題」
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「ゴミは雨季に流れるから、別に問題ない」 「農村地域まで公的なゴミ処理システムが届くのは約50年後」

33

活動地

▶バングラデシュ エクラスプール村
→首都ダッカから車と船で約4時間
→過去8年間フィールワーク事業を実施

▶エクラスプール村の基礎情報

面積 35.196km2（うち約40%にあたる
13.759km2が農地）

世帯数 3,331世帯（東部：約2400世帯、
西部：約900世帯）

人口 21,183人

学校数 小学校11校、中学校2校（高等
教育機関はなし）

識字率 50%

35 36

プロジェクトの基本設計
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37

ごみ回収の様子

38

ごみ回収の様子

39

ごみ回収の様子

40

ごみ回収の様子

41

ごみ回収の様子

42

ごみ回収の様子
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43

収集されたごみの分析

44

Month
Plastic Bottle 

(kg)
Plastic Bags 

(kg)
Burnable Waste 

(kg)
Metal (kg)

February 10.4 29.9 40.8 2.9

March 12.3 25.5 57.9 0.9

April 7.4 17.9 41.4 0.5

May 14.0 24.3 37.9 0.8

June 9.2 17.9 25.7 0.0

July 9.7 18.7 24.1 0.0

August 9.8 27.1 35.0 0.0

September 14.7 24.9 44.0 0.0

October 12.8 27.5 50.8 0.0

November 16.2 34.6 62.8 0.0

December 16.2 53.4 113.3 8.0

January 15.5 70.6 96.5 0.0

February 22.8 64.5 95.1 0.0

March 33.8 100.6 158.8 0.0

April 29.0 86.8 156.0 0.0

May (~8th) 6.8 18.9 37.0 0.0

Total 240.6 643.1 1077.0 13.1

2
0
1
7

2
0
1
8

収集されたごみの分析

45

住民

循環型ゴミ処理システム運用

・集金（数十円程度）
・分別回収に関する説明

回収

分別

換金
→地域への還元

村長

現地マネージャー マーケットコミッティ

事業モデル

46

＊当初の想定分別・処理方法

リサイクル先の再検討
①色付きペットボトル

②軟性プラスチック

焼却灰の処分

今後取り組む課題

47

調査の様子

◆目的

ゴミ処理システムの導入の実効性を学術的・定量的に実証
するため。

◆実施方法

現地パートナーの協力のもと、６人の調査員が分担して対
象家庭を訪問する個別面接法により実施。

調査対象 エクラスプール村３区（介入群）、
ジャヒラバッド村１区（統制群）の
各150世帯

調査内容 ５つのセクションに分かれた全25問
①世帯構成員の基本属性
②経済水準
③健康水準
④ソーシャルキャピタル
⑤環境・ゴミに関する行動様式・意識

ベースラインサーベイ

W-BRIDGEプロジェクトシンポジウム

先進国で暮らす私たちは
「社会福祉の転換期」
にどう立ち向かうのか

〜バングラデシュの事例から考える”市民主導型”の可能性〜
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第２部 パネルディスカッション

＜パネラー＞
池田洋一郎先生
山本秀樹先生

薄井大地（GCMP代表）

＜ファシリテーター＞
野口晴子（早稲田大学大学院政治経済学術院教授）

W-BRIDGEプロジェクトシンポジウム

先進国で暮らす私たちは
「社会福祉の転換期」
にどう立ち向かうのか

〜バングラデシュの事例から考える”市民主導型”の可能性〜



ご協力ありがとうございました 

 

 

 

W-BRIDGE プロジェクトシンポジウム 

先進国で暮らす私たちは「社会福祉の転換期」にどう立ち向かうのか 

～バングラデシュの事例から考える"市民主導型"の可能性～ 

参加者アンケート 

 

本日は GCMP主催のシンポジウムにご参加いただき誠にありがとうございました。 

今後の参考とさせていただきますので、アンケートへのご協力お願いいたします。 

 

性別 ： 男性 ・ 女性  

年代 ： 10代 ・ 20代 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代以上 

ご所属： 学生 ・ 社会人 ・ その他（       ）  

 

１．このイベントをどこで知りましたか 

□ Facebook ( イベントページ招待 / タイムライン )   □ トジョウエンジンでの紹介 □その他Web 

□ 知人の紹介   □ 大学構内での掲示  □その他（                   ） 

 

 

２．本シンポジウムの満足度について以下の設問についてお答えください 

 

第1部 基調講演 

←不満足                                                           満足→ 

0        1       2        3        4        5       6       7       8        9      10 

          

 

 

第2部 パネルディスカッション 

←不満足                                                           満足→ 

0        1       2        3        4        5       6       7       8        9      10 

          

 

 

３．ご感想やご質問がありましたらご記入ください 

 

 

 

 

 

 

資料④　参加者アンケート


